
取扱説明書

2DIN Bluetooth®/CD/USB/
MP3/WMAレシーバー

GCW315

このたびはクラリオン製品をお買い上げいただき、
ありがとうございます。
安全に正しくご利用いただくため、ご使用前にこの『取
扱説明書』をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところ（グ
ローブボックスなど）に必ず保管してください。
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は
じ
め
に

主な特長

 ■Bluetooth® 内蔵によりハンズフリー通話とオーディオ
ストリーミング再生に対応

 ■USB接続による iPod® / iPhone® 音楽再生

 ■USB/AUX端子を前面パネルに搭載

※ “Made for iPod,” and “Made for iPhone” mean that an 
electronic accessory has been designed to connect 
specifi cally to iPod, or iPhone, respectively, and 
has been certifi ed by the developer to meet Apple 
performance standards.
Apple is not responsible for the operation of this device 
or its compliance with safety and regulatory standards.
Please note that the use of this accessory with iPod or 
iPhone may aff ect wireless performance.
iPhone, iPod and iTunes are trademarks of Apple Inc., 
registered in the U.S. and other countries.

※ iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスにもとづき
使用されています。

※ Bluetooth® ワードマークおよびロゴは、Bluetooth® SIG, 
Inc. が所有する商標であり、クラリオン（株）は許可を受けて
使用しています。
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●安全のため、ご使用の前に『取扱説明書』をよくお読みのうえ、
正しくお使いください。

●お読みになったあとは、いつでも見られるところ（グローブボッ
クスなど）に必ず保管してください。

ご使用の前に

安全に正しくお使いいただくために

絵表示について
この『取扱説明書』の表示では、製品を安全に正しくご使用していただき、あなたや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表
示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った使用を
すると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示してい
ます。

この表示を無視して、誤った使用をする
と、人が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定
される内容を示しています。

絵表示の例

　記号は警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

　記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中には具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれて
います。

　記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

注 意警 告

安全上のご注意
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ご使用の前に

注 意
●運転中の音量は、車外の音が聞こえる程度で使用する…
車外の音が聞こえない状態で運転すると、事故の原因となることがあります。

●ディスク挿入口に手や指を入れない…
けがの原因となることがあります。

●本機を車載用以外には使用しない…
感電やけがの原因となることがあります。

●電源を切るときは、音量を最小にする…
電源を入れたときに突然大きな音が出て、聴力障害などの原因となることがあ
ります。

●音声が割れる､歪むなどの異常状態で使用しない…
火災の原因となることがあります。

●本機の取付場所変更は、安全のため必ずお買い上げの販売店に
依頼する…
専門技術と経験が必要です。

警 告警 告
●運転者は走行中に操作をし
ない…
前方不注意となり事故の原因となりま
すので、必ず安全な場所に車を停車さ
せてから行ってください。

●本機を分解したり、改造し
ない…
事故や火災、感電の原因となります。

●ディスプレイ部が映らな
い、音が出ないなどの故障
状態で使用しない…
事故や火災、感電の原因となります。そ
のような場合は、必ずお買い上げの販
売店にご相談ください。

●ディスク挿入口や機器内部
に水や異物を入れない…
火災や感電の原因となります。

●万一、異物が入った、水が
かかった、煙が出る、変な
臭いがするなどの異常が
起こったときは、ただちに
使用を中止し、必ずお買い
上げの販売店に相談する
…
そのまま使用すると事故や火災、感電
の原因となります。

●ヒューズを交換するとき
は、必ず規定容量のヒュー
ズを使用する…
規定容量を超えるヒューズを使用する
と、火災の原因となります。同じ規格の
同じ容量のものと交換してください。

■使用上のご注意
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本体のお手入れについて
 ●本機をお手入れするときには、やわら
かい乾いた布で軽くふいてください。
汚れがひどいときは、水で薄めた中性
洗剤をやわらかい布に付けて軽くふき
とり、乾いた布で仕上げてください。

• 樹脂加工部に、ベンジンやシンナーな
どの溶剤を使用しないでください。部
品変形により故障することがあります。
• 自動車用クリーナーなどは使用しない
でください。変質したり、塗料がはげた
りする原因となります。また、ゴムやビ
ニール製品を長時間接触させておくと、
シミのつくことがあります。

ディスプレイについて
 ●本機のディスプレイ部（アクリル部品）
の一部分に、細いスジが見える場合が
あります。これは製造過程でやむを得
ず生じるもので、「傷」や「ひび割れ」
などではありません。また、本機の性
能および安全性を損なうものではあり
ません。
 ●直射日光などの関係により、製品に光
が反射する恐れがあります。運転の際
は十分ご注意ください。

表示画面について
 ●非常に寒いときに、画面の動きが遅く
なったり、画面が暗くなったりするこ
とがありますが、故障ではありません。
常温に戻れば回復します。

取扱上のご注意

 ● マークのついた
CD をご使用く

ださい。
 ●また、シースルーディスク（半透明
CD）、ハート形や八角形など、特殊形
状の CDはご使用しないでください。
取り出せなくなる場合があります。
 ●CD-R/RWで記録されたディスクでも
ご使用できない場合があります。
 ●CD-ROMは、本機ではご使用できま
せん。
 ●車内が極度に冷えた状態のとき、ヒー
ターを入れてすぐに本機を使用すると、
ディスクや光学部品が曇って正常な動
作を行わないことがあります。ディス
クが曇っているときは、やわらかい布
でふいてください。また光学部品が曇っ
ているときは、1時間ほど放置してお
くと、自然に曇りがとれ、正常な動作
に戻ります。
 ●本機は USB1.1/2.0 互換で、MP3/
WMAフォーマットのファイルが再生
できます。
 ●本機のUSBスロットに接続をして再生
できるUSB機器は、「USBマススト
レージクラス」として認識されることが
条件となりますが、すべてのUSB機器
の動作を保証するものではありません。
 ●2つ以上のドライブで構成されている
USB機器は、どちらか一方のドライブ
のみを認識します。
 ●セキュリティー機能の付いたUSB機
器は再生できません。
 ●使用するUSB機器が「USBマススト
レージクラス」に準拠しているかは、
販売メーカーにお問い合わせください。
 ● iTunes® Music Store で購入した
楽曲や著作権保護されたファイルを
CD-R や USBへコピーしての再生は
できません。

ご確認事項
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取扱上のご注意

 ●液晶画面の表示色が、本体の熱や車内
の温度によって変色することがありま
すが、液晶特有の現象で、故障ではあ
りません。常温に戻れば回復します。

エラー表示について
 ●本機はシステム保護のため、各種の自
己診断機能を備えています。ディスプ
レイにエラーが表示されたときには、｢
エラー表示について ｣ の項目（43ペー
ジ）を参照して障害を取り除いてくだ
さい。障害を取り除けば、通常の動作
になります。

CDの再生について
 ●本機は精密な機構を使用しているため、
万一異常が発生したときでも、絶対に
ケースを開けて分解したり、回転部分に
注油したりすることはやめてください。
 ●ディスクを再生中、振動の激しい悪路
を走行すると、音飛びを起こすことが
あります。
 ●ディスクをイジェクトした状態で走行し
ないでください。走行中の振動により、
ディスクが落下する恐れがあります。

CDについて
 ■取扱上のご注意
 ●CD-R,CD-RWは、通常の音楽CDに
比べ高温多湿の環境に弱く、一部のディ
スクでは再生できない場合があります。
車室内に長時間、放置しないようにし
てください。
 ●各種コピーコントロール CDは、CD
規格に合致しない特殊ディスクであり、
本機はCD再生機器における再生保証
は致しかねます。万一、このような特
殊ディスクの再生に支障がある場合に
は、CDの発売元にお問い合わせくだ
さい。

 ●記録面に、傷、指紋、ほこり、汚れな
どを付けないように扱ってください。
 ●レーベル面（印刷面）や記録面にシール、
シート、テープなどを貼らないでくだ
さい。
 ●セロハンテープやレンタルCDのラベ
ルなどの糊がはみ出したり、はがした
痕があったりするCDは使用しないで
ください。そのままCDプレーヤーに
入れると、CD が取り出せなくなり、
故障の原因となります。
 ●新しいディスクには、ディスクの周囲
に「バリ」が残っていることがありま
す。このようなディスクをご使用にな
ると、動作しなかったり音飛びの原因
となります。ディスクにバリがあると
きは、ボールペンなどでバリを取り除
いてからお使いください。

ボールペン

バリ

 ■CDの保管時のご注意
次のような場所には保管しないでくださ
い。
 ●直射日光の当たる場所
 ●湿気やほこりの多い場所
 ●暖房の熱が直接当たる場所

 ■CDのお手入れ
 ●ディスクが汚れたときには、やわらか
い布で、内側から外側へ向かって、よ
くふいてください。
 ●レコードクリーナー液やアルコールな
どでふかないでください。
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各部の名称とはたらき

本体部

[　　 ],[　　 ]
サーチボタン

[SOURCE &]
電源/ソースボタン

[BAND/MENU]
バンドメニューボタン

[    ] 
イジェクトボタン
・CDが入っているときに
押すと、CDがイジェク
トされます。

・電源を入れ、各モードに切
り替えます。

・電源を切るときは押し続け
ます。

 （約1秒間）

・iPodモード時、iPodの
メニューからカテゴリー
を選択できます。

・ラジオモード時の選局に使
います。

・ディスク、 U S B 機 器、
iPod、Bluetoothオーディ
オモード使用時は選曲に使
います。押し続けると早送
り/早戻しを行います。

・各種設定時に項目を選択し
ます。

ディスク挿入口

AUX入力端子
USBスロット

ディスプレイ部

リセット
ボタン
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本
機
の
操
作

各部の名称とはたらき

[SCN] スキャンボタン
・CD/MP3/WMA/USBモード時、
約10秒間ずつスキャン再生をし
ます。

[F-UP], [F-DN]
フォルダアップダウンボタン
・MP3/WMA/USBモード時、
フォルダを切り替えます。

[DIRECT] ダイレクトボタン
・ラジオモード時に、登録した放送局を呼び出します。
押し続けて（約2秒間）、ダイレクトボタンに放送局を
メモリーします。

[SOUND/   ]
サウンドボタン
・オーディオの各種調整
をします。

・携帯電話モード時は、
通話を終了する、もし
くは着信を拒否します。

[ROTARY] ロータリーノブ
・音量を調節します。
・アジャストモード時の各種設定に使用します。

[RDM] ランダムボタン
・CD/MP3/WMA/USB/iPod
モード時、ランダム再生をしま
す。

[RPT] リピートボタン
・CD/MP3/WMA/USB/iPodモー
ド時、繰り返し再生をします。
・トラックリピート、フォルダリピ
ートのオン/オフを切り替えます。

[DISP] 
ディスプレイボタン
・ディスプレイ表示を切
り替えます。

[ADJ] 
アジャストボタン
・調整モード（アジャス
トモード）になります。

[    /PS/AS] [   /ENT] ボタン
・CD/MP3/WMA/USB/iPod/
Bluetoothオーディオモード時に、再
生または一時停止をします。

・ラジオモード時、ダイレクトボタンに
メモリーされている放送局を順に受信
します。

・ラジオモード時、押し続ける（約２
秒）と、オートストア機能となり、受
信できる放送局を順にメモリーします。

・携帯電話モード時は、電話を受けるこ
とができます。

・アジャストモード時の各種設定に使用
します。
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モード別ディスプレイ表示

各部の名称とはたらき

・タイトル表示
受信中の周波数やMP3/WMAファイル
のタイトルなどを表示します。
詳しくは、各モードの表示をご覧ください。

・モード表示（モード切換時に約2秒間表示します。)
TUNER ： ラジオモード
DISC ： CD/MP3/WMAモード
USB/IPOD ： USBモード/iPodモード
BT AUDID： Bluetoothオーディオモード

　ラウドネス機能
　ON時に点灯

AUX ： AUXモード

・時計表示（ディスプレイボタン押し時）

■各モード共通の表示

タイトル表示部

BT TEL ： 携帯電話モード

FM1 83.0 ： FMバンド名と受信周波数
AM1 954 ： AMバンド名と受信周波数

プリセットNo.（1～6）インジケーター

■ラジオモード時の表示

ステレオ放送受信時に点灯
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本
機
の
操
作

各部の名称とはたらき

： スキャン演奏のときに点灯
： リピート演奏のときに点灯
： ランダム演奏のときに点灯

： 全曲演奏のときに点灯

• メイン表示
（音楽CD再生時）
トラック番号/再生時間表示（分、秒）
（MP3/WMAディスク/USB再生時）
フォルダ番号/トラック番号/
再生時間表示（分、秒）

• タイトル表示
（音楽CD再生時）
タイトル名/アーティスト名/アルバム名
（MP3/WMAディスク/USB再生時)
フォルダ名/タイトル名/トラック名/アーティスト名/アルバム名

• 選曲切換時に表示 (約2秒間）
(音楽CD再生時）
TRACK SCAN ： スキャン演奏選択時
SCAN OFF ： スキャン演奏キャンセル時
TRACK REPEAT： 一曲リピート演奏選択時
REPEAT OFF ： リピート演奏キャンセル時
TRACK RANDOM： ランダム演奏選択時
RANDOM OFF ： ランダム演奏キャンセル時

(MP3/WMA再生時）
TRACK SCAN ： スキャン演奏選択時

SCAN OFF ： スキャン演奏キャンセル時
TRACK REPEAT ： 一曲リピート演奏選択時
FOLDER REPEAT： フォルダリピート演奏選択時
REPEAT OFF ： リピート演奏キャンセル時
FOLDER RANDOM： フォルダランダム演奏選択時
TRACK RANDOM ： 全曲ランダム演奏選択時

(iPod再生時)

SHUFFLE ON ： ランダム演奏選択時
SHUFFLE OFF： ランダム演奏キャンセル時

• その他の表示
DISC LOADING ： ディスクをローディング中
READING ： ファイルシステム読み込み中
PAUSE  ： 再生一時停止時 
ERROR ： エラー発生時

REPEAT SONG： リピート演奏選択時

REPEAT OFF ： リピート演奏キャンセル時

EJECTING ： ディスクをイジェクト中

■CD/MP3/WMAモード、USBモード時の表示

RANDOM OFF ： ランダム演奏キャンセル時

FOLDER SCAN ： フォルダスキャン演奏選択時

（Bluetoothオーディオ再生時)
トラック名/アーティスト名/アルバム名

REPEAT ALL ： リピート演奏選択時

： Bluetooth機能ONのときに点灯
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基本の操作

電源を入れる・電源を切る

1 [SOURCE &] ボタンを押
す

注 意
• バッテリーあがり防止のため、
本機をご使用するときは、エ
ンジンをかけた状態で行って
ください。

2 電源を切るには[SOURCE 
&] ボタンを押し続ける（約
1秒間）

注 意
• 電源を切るときは、音量を最
小にしてください。電源をい
れたときに突然大きな音が出
て、聴力障害などの原因とな
ることがあります。

ソースを選ぶ
ラジオ・ＣＤ・AUX などのソースを
選ぶ時に使用します。

1 [SOURCE &] ボタンを押
す
 →押すたびに、次のようにソー
スが切り替わります。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

音量を調節する

1 [ROTARY] ノブを回す
小さく
なる

大きく
なる

注 意
• 運転中は、車外の音が聞こえ
る程度の音量にしてください。

時計を表示する

1 ［DISP] ボタンを押して、
時計表示を選ぶ
 →「表示を切り替える」（13
ページ）の手順をご覧になり
時計表示を選んでください。
時計表示となります。

時刻を合わせる

1 [ADJ] ボタンを押す
 → [x] または、[v] ボタン
を押すたびに、次のように項
目が切り替わります。

12/24HR CLOCK EDIT AUX SENS

BEEPFACTORY 
RESTORE SWRC
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本
機
の
操
作

基本の操作

2 [CLOCK EDIT] を 選 び、
[ENT] ボタンを押す

3 [x], [v] ボタンを押し
て、時または分を選ぶ
 →点滅している時刻が合わせ
られます。

4 [ROTARY] ノブを回して、
時刻を合わせる

5 [ENT] ボタンを押す
 →時刻が調整されます。

6 [ADJ] ボタンを押す
 →調整項目を終了します。

アドバイス
• 点検や修理などでバッテリー
を外したときには、もう一度、
時刻合わせをしてください。

表示を切り替える
ラジオモード時、CD再生時、USB
機器、Bluetooth オーディオ再生
時のディスプレイ表示を切り替えま
す。

1 [DISP] ボタンを押して表
示を選ぶ
 →押すたびに、次のように切り
替わります。

 ●ラジオモード

メイン表示（受信バンド/周波数）

　時計表示

 ●音楽CD、iPod 再生時

上段：タイトル名（TITLE）
下段：トラック番号/再生時間表示

下段：時計表示

上段：アーティスト名（ARTIST）
下段：トラック番号/再生時間表示

上段：アルバム名（ALBUM）
下段：トラック番号/再生時間表示

 ●MP3/WMAディスク、USB再生
時

上段：トラック名（TRACK）
下段：トラック番号/再生時間表示

下段：時計表示

上段：フォルダ名（FOLDER）
下段：トラック番号/再生時間表示

上段：タイトルTAG
下段：トラック番号/再生時間表示

上段：アーティストTAG
下段：トラック番号/再生時間表示

上段：アルバムTAG
下段：トラック番号/再生時間表示

 ●Bluetooth オーディオ再生時

上段：トラック名（TITLE）

上段：アーティストTAG

上段：アルバム名TAG

アドバイス
• [DISP] ボタンを押し続ける
（約１秒間）と、タイトルが１
回スクロール表示されます。
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オーディオの設定

1 [SOUND] ボタンを押し
て、サウンド設定モードに
する
 →押すたびに以下のようにサ
ウンド設定モードが切り替
わります。

サウンド設定モード表示

BASS ： バス（低音）

MID ： ミッド（中音）

TREBLE ： トレブル(高音)

BALANCE ： バランス（左右バランス）

FADER ： フェダー（前後バランス）

2 [ROTARY] ノブを回して、
設定値を選ぶ

アドバイス
• 約 7 秒間操作していないとき
は、調整前の表示に自動的に
切り替わります。

オーディオの設定をおこなう

音質を調整する（バス /
ミッド /トレブル）
低音 /中音 /高音をお好みのレベル
に調整することができます。

1 「オーディオの設定」の手
順 で BASS ま た は MID
または TREBLEを選ぶ

2 [ROTARY] ノブを回して、
レベルを調整する
• 調整範囲は、－7～＋7です。
※ 初期設定は、「0」です。

左右のスピーカー音量バラン
スを調整する（バランス調整）
左右のスピーカーの音量バランスを
調整することができます。

1 「オーディオの設定」の手
順で BALを選ぶ

2 [ROTARY] ノブを回して、
左右のスピーカーの音量バ
ランスを調整する
• 調整範囲は、RIGHT 12 ～ 
LEFT 12です。
※ 初期設定は、「CENTER」で
す。
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設定項目の選びかた

1 [ADJ] ボタンを押す
2 [ ]、[ ] ボタンを押
して、設定する項目を選ぶ
 → 押すたびに、アジャストモー
ド表示の通りに設定項目が切
り替わります。設定は、各設
定項目の設定手順をご覧にな
り設定してください。

アジャストモード表示
12/24HR   : AM・PM表示/24時
                      間表示設定
CLOCK EDIT: 時刻調整
AUX SENS   : AUXモードのみ
                      外部入力感度調整
BEEP    : ビープ音設定
SWRC※   : ステアリングホイール
                     リモートコントロール
                     スイッチの設定
FACTORY RESTORE
     : 工場出荷状態に戻す

※SWRC（ステアリングホイールリ
モートコントロール）が初期設定
済みの車種に関しては、SWRC 
が表示されません。

3 設定を終えたら [ADJ]ボ
タンを押す

時計を24時間表示に
する（12/24HR）
時計の表示をAM・PM表示または、
24時間表示に設定できます。

前後のスピーカー音量バラン
スを調整する（フェダー調整）
前後のスピーカーの音量バランスを
調整することができます。

1 「オーディオの設定」の手
順で FADを選ぶ

2 [ROTARY] ノブを回して、
前後スピーカーの音量バラ
ンスを調整する
• 調整範囲は、FRONT 12 ～ 
REAR 12です。
※ 初期設定は、「CENTER」で
す。

ラウドネスを調整する
音量が小さいときにでも聞き易いよう
に低音 /高音を強調します。

1 「SOUND」 ボ タ ン を 押
し続ける（約１秒間）と、
ON OFFが切り替わりま
す
※初期設定は、｢OFF｣ です。

システム設定をおこなう
(アジャストモード）

オーディオの
設定をおこなう
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1 「設定項目の選びかた」の手
順で12/24HRを選ぶ

2 [ROTARY] ノブを回して
設定する
•  12：AM/PMで表示します。
•  24：24時間で表示します。
※初期設定は、｢12｣ です。

ポータブルオーディオの入力レ
ベルを設定する (AUX SENS)
本機に接続された市販のポータブル
オーディオの入力レベルを設定しま
す。音が割れる / 音が小さいときに
は、入力レベルを調整してください。

1 「設定項目の選びかた」の手
順でAUX SENSを選ぶ

2 [ROTARY] ノブを回して
設定する
•  LOW：入力レベルが高く音割
れなどが発生しているとき
•  MID：通常レベルのとき
•  HIGH：入力レベルが低いとき。
※初期設定は、｢MID｣ です。

ビープ音を設定する
（BEEP)
ボタン操作時のビープ音を設定しま
す。

1 「設定項目の選びかた」の手
順で BEEPを選ぶ

2 [ROTARY] ノブを回して
設定する
•  ON：スピーカーから音がでます。
•  OFF：スピーカーから音がで
ません。
※初期設定は、「ON」です。

ステアリングホイールリモートコ
ントロールを設定する(SWRC）
車両ステアリングに装着されている
オーディオ操作用スイッチをご使用
になる場合、車種によって以下の初
期設定を行う必要があります。
※初期設定済みの車種に関しては、
以下のSWRC設定が表示されま
せん。

本機能は、ステアリングホイールリ
モートコントロール搭載車で使用で
きます。お車のステアリングホイー
ルリモートコントロールのスイッチ
に機能を割り付けることで、運転中
でもステアリングから手を離さずに
オーディオの操作ができます。
また、車種によっては車両のステア
リングホイールリモートコントロー
ルのミュート（MUTE）、または
発話スイッチを長押しすることで、
Bluetooth 接続した携帯電話を利
用して電話発信などができます。

1 「設定項目の選びかた」の手
順で SWRCを選ぶ

2 [ENT] ボタンを押す
 →「DON'T TOUCH SWRC 
KEYS_ _ _」が約２秒間、表

システム設定をおこなう (アジャストモード）
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システム設定をおこなう (アジャストモード）

 ■割り当てた機能の設定を解除
するには

1 上記３の操作時 CLEARを
[ROTARY] ノブで選ぶ

2 [ENT]ボタンを押すと「ALL 
CLR NO」と表示される
 →戻る場合は、NOを選択した
まま [ENT] ボタンを押す。

3 解除して良い場合は[ROTARY]
ノ ブ で YES を 選 択 し、
[ENT] ボタンを押す
 →「CLEAR」と表示されます。

アドバイス
• 走行中、運転の妨げにならな
いように十分注意してくださ
い。

工場出荷状態に戻す
（FACTORY RESTORE）
設定を工場出荷状態にします。

1 「設定項目の選びかた」
の 手 順 で FACTORY 
RESTOREを選ぶ

2 [ENT] ボ タ ン を 押 し、
[ROTARY] ノ ブ を 回 し
YESを選ぶ

3 [ENT] ボタンを押す
 →電源がOFF になり工場出荷
状態になります。

示されますが、この間はどの
ボタンも触らないでください。

3 割り当てる機能を
[ROTARY] ノブで選ぶ
 →例えば、「VOLUME +」は
音量増（ボリュームアップ）
に該当します。

4 [ENT] ボタンを押す
 →「KEEP PRESSING SWRC 
KEY UNTIL OK_ _ _」が表示
されます。

5 該当する車両側ステアリン
グホイールリモートコント
ロールボタンを押す
 →３～５の操作を繰り返し、必
要なステアリングホイール
リモートコントロール全て
に割り当てます。

 ■車種によるステアリングホイー
ルリモートコントロールの
ミュート（MUTE）または発話
スイッチへの割り付けについて

• Bluetooth 接続した携帯電話使用
時、下記の操作ができます。
[電話着信中 ]
短押し：着信音をミュートする
長押し：通話を開始する
[電話発信中 ]
短押し：発信音をミュートする
長押し：発信を中止する
[電話通話中 ]
短押し：携帯電話のマイクを
            ミュートする
長押し：通話を終了する



18
GCW315

ラジオを選ぶ

1 [SOURCE &] ボタンを押
して TUNERを選ぶ
 →押すたびに、次のようにソー
スが切り替わります。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

受信バンドを切り替える
受信バンドを切り替えることによ
り、FM放送、AM放送をお楽しみ
いただけます。

1 [BAND] ボタンを押す
 →押すたびに、バンドが切り替
わります。

FM1   FM2   FM3   AM1   AM2

受信感度を選ぶ（DX/LO）
受信感度を切り替えることにより、
音質の良い放送局をお楽しみいただ
けます。

1 [BAND] ボタンを押し続け
る（約 1秒間）
 →押すたびに、LO MODEま
たは DX MODEに切り替わ
ります。

• DX MODE：電波の強い放送
局・弱い放送局、関係なく受
信します。

• LO MODE：電波の強い放送
局のみ受信します。より良い
音質の放送局をお楽しみいた
だけます。
※初期設定は、「DX MODE」
です。

自動選局する（シーク選局）
放送局を自動的に選局できます。

1 [ ]、[ ] ボタンを押
し続ける（約1秒間）
 →放送のあるところで、自動的
に選局が止まります。

手動選局する
（マニュアル選局）

1 [ ]、[ ]ボタンを押す

アドバイス
• そのまま押し続けると、自動
選局になります。

プリセット選局する
プリセット選局について…
あらかじめメモリーしてある放送局
を選局する機能です。

1 [PRESET]（1 ～ 6） ボ
タンを押して、聴きたい放
送局を選ぶ

ラジオを聴く
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 →ディスプレイに受信周波数
とプリセットNo. を表示し
ます。

アドバイス
• [PRESET] ボタンを押し続け
る ( 約 2 秒間 ) とプリセット
メモリーとなり、受信中の放
送局がメモリーされてしまい
ます。

プリセットメモリーの
登録（手動）
手動プリセットメモリーについて…
プリセットメモリーを手動で登録し
ます。
登録できるプリセットメモリーは、
FM1、FM2、FM3、AM1、AM2
各6局、合計で30局です。

1 [BAND] ボタンを押して、
メモリーしたい受信バンド
を選ぶ

2 [ ]、[ ] ボタンを押
して、メモリーしたい放送
局を選ぶ

3 メモリーさせたい[PRESET]
（1～6）ボタンを押し続ける
（約2秒間）
 →押した [PRESET]（1～ 6）
ボタンに登録されます。

プリセットメモリーの登録
（自動：オートストア機能）
オートストア機能について…
受信感度の良い放送局を自動的にプ
リセットメモリーへ登録をします。

1 [BAND] ボタンを押して、
メモリーしたい受信バンド
を選ぶ
 →自動メモリーは、受信バンド
別に登録しますので、それ
ぞれ登録してください。（FM
時は FM3へ６局、AM時は
AM2に６局、合計12局が
登録されます。）

2 [PS/AS] ボタンを押し続
ける（約2秒間）
 →ディスプレイに自動メモ
リー動作中のプリセット
No. を表示します。

• 自動的に、受信感度の良い放
送局が [PRESET]（1 ～ 6）
ボタンに登録されていきます。

アドバイス
• 自動メモリーをすると、これ
まで登録されていた放送局は
消去されます。
• 登録できる放送局が6 局に満
たない場合は、低い周波数に
戻って、登録をします。また、
自動メモリーを2 回繰り返し
ても 6 局に満たない場合は、
それまでの登録内容が残りま
す。

ラジオを聴く
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放送を確かめる
（プリセットスキャン）
プリセットスキャンについて…
プリセットスキャンは、ダイレクト
ボタンにメモリーされている放送局
を順に受信します。

1 [PS/AS] ボタンを押す
 →プリセットスキャン動作中
のプリセットNo. を表示し
ます。

• メモリーしている放送局を、
順に約7秒間ずつ受信します。
また受信できない放送局はと
ばして、次の放送局を受信し
ます。

注 意
•  [PS/AS] プレイ / ポーズボ
タンを押し続ける（約2 秒間）
と、オートストア機能になり
ます。ご注意ください。
 →プリセットスキャンを解除
するには…
もう一度、[PS/AS] ボタン
を押してください。

MP3/WMAについて
 ●MP3とは

MPEG規格のオーディオ・レイヤー
3(MPEG audio layer3) に分類され
る音声圧縮方式で、パソコンユーザー
の間で同方式は標準フォーマットとし
て浸透しています。
オリジナルの音声データを約1/10の
データ量にまで圧縮でき、さらに高音
質なのが特長です。1枚のCD-R/RW
ディスクに、CD約 10枚分に相当す
る音楽を収録することで、ディスク交
換不要の長時間再生が可能です。

 ●WMAとは
• 「Windows Media Audio」の略で、
マイクロソフトが開発したオーディ
オファイルのことです。

 ●DRM(著作権保護 )の解除方法に
ついて

WMAの DRM（著作権保護）がON
のままのファイルを再生した場合は、
音声が出力されません。解除してファ
イルを作成してください。
※ 作成したWMAファイルにおいて
は、個人の責任において実施してく
ださい。

 ●ファイル作成時のご注意
再生可能なサンプリングレート、ビッ
トレートについては「仕様」（44ペー
ジ）をご覧ください。
フォルダ名 /ファイル名
• フォルダ名、ファイル名は半角英数 /
記号で 64文字以内で作成してくだ
さい。それ以外で文字を入力した名
前は、正しく表示されない場合があ
ります。フォルダ名、ファイル名は
ディスプレイに表示されます。

ラジオを聴く CD/MP3/WMAを聴く
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CD/MP3/WMAを聴く

ファイル拡張子
• ファイル拡張子には、必ず半角文字
で拡張子「.MP3」「.WMA」「.mp3」
「.wma」を付けてください。それ以
外の拡張子を付けた場合や拡張子を
付けなかった場合には、再生できま
せん。
論理フォーマット(ファイルシステム)
• MP3/WMA フ ァ イ ル を CD-R/
RW に記録する場合、ライティ
ングソフトのフォーマット設定は
「ISO9660( レベル1,2）、Joliet、
Romeo」を選択してください。他の
フォーマットで記録した場合には正
常に再生しない場合があります。
• 同一フォルダ内に、同じファイル名
を付けないでください。
TAG表示について
• MP3/WMA 再生ではフォルダ名、
ファイル名、TAGをタイトルとして
表示することができます。表示でき
る文字コードはUTF-8、表示できる
文字は半角英数字および一部の記号
です。アルファベットは大文字のみ
の表示で小文字は大文字に変換され
ます。本機は漢字・ひらがな・カタ
カナ表示に対応しておりません。そ
れ以外の文字を入力した名称は、正
しく表示しません。表示できない文
字のときは、“＊”（アスタリスク）
に置き換えます。
• MP3 の 場 合 は、ID3-TAG  V2.3/
2.2/1.1 に対応しています。TAG表
示は、 V2.3/2.2 を優先します。
• WMA の場合、アルバム TAG は、
拡張ヘッダーに書き込まれた情報を
表示します。

フォルダ数 /ファイル数
• MP3/WMA（ディスク）
ＵＳＢ機器
フォルダ数：最大255フォルダ（１
フォルダあたり最大255ファイル。
ファイル数：最大65025ファイル

 ■ディスクの再生について
• ディスクを入れると、タイトル表示
部に「LOADING」を表示して、ディ
スク内のすべてのフォルダをチェッ
クしたのち、再生がはじまります。
チェックをしている間は音が出ませ
ん。読み込めないフォルダなど、作
成したディスクによっては、チェッ
クする時間がかかる場合があります。
• WMAのＤＲＭ（著作権保護）がON
のままのファイルを再生した場合は、
音声が出力されません。
• MP3/WMAデータ以外のファイル
は再生できません。
• 曲の再生はディスクに記録した順番
に行われます ( パソコン上で表示さ
れる順番通りに再生されるとは限り
ません）。
• 記録時のエンコーダーソフトによっ
ては、若干ノイズが発生する場合が
あります。
• 読み込めないファイルは、そのファ
イルは飛ばして、次ファイルを再生
します。記録時のエンコーダーソフ
トによっては、若干ノイズが発生す
る場合があります。
• 再生できないディスクが挿入された
場合は、LOADING後、“ERROR3”
または“ERROR6”と表示されます。
• マルチセッションディスク（音楽 
CDの曲と MP3/WMA の曲が混在
したディスク）再生時、正常に再生
できない場合もあります。
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ディスクを入れる
ディスクインプレイ機能について…
本機の電源が入っていない状態から
でも、車のエンジンキーがONまた
はACCであればディスクを入れる
と、自動的に電源が入り、再生をは
じめます。

注 意
• ディスク挿入口に手や指を入れな
いでください。また、異物を入れ
ないでください。
• セロハンテープやレンタルCDの
ラベルなどの糊がはみ出していた
り、はがした痕があったりする
CDは使用しないでください。そ
のままCDプレーヤーに入れると、
CDが取り出せなくなり、故障の
原因となります。
• ディスクがスムーズに挿入口に入
らない場合は、本機に他のディス
クが入っているか、修理が必要な
場合が考えられます。
• CD-R またはCD-RWで記録され
たディスクでも使用できない場合
があります。

1 ディスク挿入口にディスクを入れる

印刷面を上に
して入れる。

 →ディスクを入れると、自動的
に再生がはじまります。

ディスクを取り出す
バックアップイジェクト機能について…
本機の電源が入っていない状態から
でも [Q] ボタンを押すと、ディス
クを取り出すことができます。

1 [Q] ボタンを押す
 →ディスクがイジェクトされ
たら、取り出します。

すでに入っている
ディスクを聴く

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、DISCを選ぶ
 → CD/MP3/WMAモードにな
ると、自動的に再生がはじま
ります。

再生を止める(一時停止)

1 [ ] ボタンを押す
 →ディスプレイに (PAUSE) を
表示し一時停止します。

2 続けて再生を聴きたいとき
には、もう一度 [ ] ボタ
ンを押す
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CD/MP3/WMAを聴く

曲を選ぶ

1 次の曲を聴くときは、[ ]
ボタンを押す
前の曲を聴くときは、[ ]
ボタンを2回押す
アドバイス
• [ ] ボタンを押すと、次の
曲が再生されます。また押し
た回数だけ先の曲が再生され
ます。
• [ ] ボタンを押すと、再生
中の曲を最初から再生します。
さらに押すと、押した回数だ
け前の曲が再生されます。
• 曲の頭部分を再生していると
きに［ ］ボタンを2回押す
と、2曲前の曲へ戻ることが
あります。

早送り /早戻しする

1 早送りするときは、[ ]
ボタンを押し続ける
早戻しするときは、[ ]
ボタンを押し続ける

アドバイス
• MP3/WMA ディスクの場合
は、開始および曲間で多少時
間がかかります。また、再生
時間表示に誤差が生じる場合
があります。

フォルダを切り替える
（フォルダ選択モード）
フォルダ選択モードについて…
MP3/WMAディスク再生時にフォ
ルダを選択して、そのフォルダ内の
最初の曲から再生します。

1 [F-DN], [F-UP] ボタンを押す
 →［F-DN］を押したときは前
のフォルダに、［F-UP］を
押したときは次のフォルダ
に移ります。

(1階層)   (2階層)  
ROOT フォルダ

2 曲を選ぶには [ ]、[ ]
ボタンを押す
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いろいろな再生（スキャン
/リピート/ランダム演奏）

アドバイス
• リピート /ランダム演奏は電源を
OFF にした場合でも保持されます。
• スキャンは保持されません。

 ■最初の曲を聴く

DISCの最初の曲を再生すること
ができます。MP3/WMA ディス
クの場合は、再生中のフォルダー
の最初の曲が再生されます。

1 [BAND] ボタンを押す
 ■聴きたい曲を探す
（スキャン演奏）

音楽CDまたはMP3/WMAディ
スク1フォルダ内に収録されてい
る全曲を10秒間ずつ再生します。

1 [SCN] ボタンを押す
 →ディスプレイに、「TRACK 
SCAN」 を ２ 秒 間 表 示、
SCNインジケーターが点灯
し、演奏をします。

アドバイス
• スキャン演奏は、再生している
曲の次の曲からはじまります。

 ■聴きたい曲を探す
（フォルダースキャン演奏）

MP3/WMA ディスクの フォル
ダ内に収録されている最初の 1
曲を10秒間ずつ再生します。

1 [SCN] ボタンを押し続け
る（約1秒間）
 →ディスプレイに、「FOLDER 
SCAN」 を 2 秒 間 表 示、
ALLとSCNインジケーター
が点灯し、演奏をします。

 ■曲を繰り返し聴く
(トラックリピート演奏 )

再生中の曲を繰り返し再生します。

1 [RPT] ボタンを押す
 →ディスプレイに、「TRACK 
REPEAT」を 2秒間表示、
RPTインジケーターが点灯
し、リピート演奏をします。

 ■フォルダ内の曲を繰り返し聴
く（オールリピート演奏）

再生中のMP3/WMAフォルダ
内の曲を繰り返し再生します。

1 [RPT] ボタンを押し続け
る（約1秒間）
 →ディスプレイに、「FOLDER 
REPEAT」を 2 秒間表示、
ALLとRPTインジケーター
が点灯し、オールリピート演
奏をします。

CD/MP3/WMAを聴く
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CD/MP3/WMAを聴く

 ■フォルダ内の曲をランダ
ムに聴く（フォルダラン
ダム演奏）

再生中の音楽CDまたは、MP3/
WMAフォルダ内の曲を順不同に
再生します。

1 [RDM ] ボタンを押す
 →ディスプレイに「TRACK 
RANDOM」を2 秒間表示、
RDMインジケーターが点灯
し、フォルダランダム演奏を
します。

 ■全フォルダの曲をランダムに
聴く（オールランダム演奏）

MP3/WMAディスク全フォルダ
内の曲を順不同に再生します。

1 [RDM] ボタンを押し続ける
（約1秒間）
 → ディスプレイに「FOLDER 
RANDOM」を2秒間表示、
ALLとRDMインジケーター
が点灯し、オールランダム演
奏をします。

 ■通常の演奏に戻すには…

1 もう一度、同じボタンを押す
 →それぞれのインジケーター
が消灯し、演奏している曲か
ら通常の演奏になります。
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USB機器について
• 本機で再生できるオーディオファ
イルは、MP3/WMAファイルで
す。詳しくは「MP3/WMAにつ
いて」（20ページ）をご覧ください。
• 本機のUSBスロットに接続をし
て再生できるUSB機器は、「USB
マスストレージクラス」として認
識されることが条件となり、すべ
てのUSB機器の動作を保証する
ものではありません。
※ 「USB マスストレージクラス」
に準拠したデバイスは、特殊なド
ライバーやアプリケーションソ
フトを使用することなく接続す
るだけで使用できます。

• 使用するUSB機器が「USBマス
ストレージクラス」に準拠してい
るかは、USB機器の販売メーカー
にお問い合わせください。
• USB機器を本体に挿入すると突起
物となり、運転中に何らかの危険
を及ぼす場合があります。かなら
ず別売の延長USB ケーブル（CCA-
755-500）をご使用ください。
• 記録されているデータを消失して
しまったときのために、貴重な
データは必ずパソコンなどにバッ
クアップをとっておくことをお勧
めします。
• 本機はパソコンとの接続には対応
していません。また、USBハブを
介して接続することもできません。
• 2 つ以上のドライブで構成されて
いるUSB機器は、どちらか一方
のドライブのみを認識します。
• セキュリティー機能の付いた
USB機器は再生できません。
• 接続するUSB機器によっては曲順
などが変わってしまう場合があり
ます (パソコン上で表示される順番
通りに再生されるとは限りません）。
• USB再生中、フォルダUP/DOWN
を連続して操作すると、演奏時間表
示が［00:00］のまま、音が出ません。

USB機器のオーディオファイルを聴く

＜USB機器の操作について＞

この章は、USB機器を本機に接
続したときの操作について説明
しています。
次の操作はCD/MP3/WMAと同
様の操作です。
・曲を選ぶ
・早送り /早戻し（DRMファイ
ルを除く）

・一時停止・フォルダ選択
・スキャン /リピート /ランダム
演奏

「CD/MP3/WMAを聴く」（20
～25ページ）をご覧ください。
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USB機器のオーディオファイルを聴く

USB機器を接続する

警 告
• USBコネクター部に異物を入
れないでください。
• エンジンをかける前に接続し
ないでください。USB機器が
こわれることがあります。

1 USB スロットカバーを開
ける

※コネクターの接触面
　を確認のうえ挿入し
　てください。

2 USBスロットにUSB延長
ケーブルを接続する

3 USB延長ケーブルにUSB
機器を接続する
 →挿入すると、USB機器に保
存されている最初のファイル
から再生をはじめます。

アドバイス
• USB 機器を認識しない場合
は、[SOURCE &] ボタンを押
してソースを切り替えてくだ
さい。

• USB機器はコネクターの奥ま
でしっかりと差し込んでくだ
さい。差し込みが不完全です
と、USB機器を認識しない場
合があります。
• 収録されている曲数によって
は読み込みまでに時間がかか
る場合があります。

USB機器のオーディオ
ファイルを聴く

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、ソースを切り替え、
USB/IPodを選ぶ
 → 押すたびに次のように切り替
わります。USB/iPod モード
になると前回停止したところ
からはじまります。（DRMファ
イルを除く）

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

• USB機器を取り外し、再度接
続したときは、USB機器に保
存されている最初のファイル
から再生をはじめます。
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再生の終了と
USB機器の取り外し

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、USB 以外のソース
に切り替える
 →USB機器へのアクセスが停
止します。

注 意
• USB モード中に USB 機器
を抜き取らないでください。
USB機器のデータが破損する
場合があります。
• 貴重なデータは必ずパソコンな
どにバックアップデータを保存
しておいてください。

2 USBスロットから延長ケーブ
ルを取り外す

3 USBスロットのカバーを閉
じる

アドバイス
• 再生終了後は USB スロット
のカバーを閉じて、ほこりな
どの侵入による接続端子の損
傷を防止してください。
• USB機器を車内に放置しない
でください。直射日光や高温
などの影響により、USB機器
が変形したり故障する場合が
あります。

＜ iPodについて＞

この章は iPod が USBスロット経
由で本機に接続したときの操作に
ついて説明しています。
• iPod および iPhone に関する
操作方法を本紙では、iPod と
総称して表現しております。
• 本 機 と 接 続 可 能 な iPod/ 
iPhone に関しては、お買い
求めの販売店にお問い合わせ
いただくか、弊社Web サイ
トwww.clarion.com内の「ア
フターサポート→他機器との
接続確認情報」での 市販商品
「CX315」をご参照ください。

次の操作は CDと同様の操作
です。
• 曲を選ぶ ・早送り /早戻し
• 一時停止 
• リピート /ランダム演奏
「CD/MP3/WMA を聴く」（20
～25ページ）をご覧ください。
iPodで再生していた“シャッフル
演奏”は次のように設定されます。
• シャッフル（アルバム）→ラン
ダム演奏

USB機器のオーディオ
ファイルを聴く iPodを操作する
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iPod を接続する

1 iPod を接続する
「USB 機器を接続する」(27
ページ ) と同じ手順で、iPod
を接続します。

アドバイス
• iPod/iPhone を本機と接続す
る場合、iPod/iPhone に付属
している接続ケーブルをご利
用ください。

iPod を選ぶ

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、ソースを切り替え、
USB/IPodを選ぶ
 →押すたびに、次のように切り
替わります。USB/iPodモー
ドになると、iPod で再生し
ていた最後のファイルから
再生をはじめます。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

• iPod や iPhone でビデオを再
生していた場合、ビデオファ
イルの音声のみが再生されま
す。

いろいろな再生（リピー
ト演奏 / ランダム演奏）

アドバイス
• メニューモード中もリピートの操
作はできますが、メニューモード
は解除されます。
• iPod で、設定したランダム / リ
ピート機能は、iPod 着脱後もそ
の機能を保持します。

 ■曲を繰り返し聴く
(リピート演奏 )

1 [RPT] ボタンを押す
 →ディスプレイに「REPEAT 
SONG」を２秒間表示、RPT
インジケーターが点灯し、演
奏をします。

 ■フォルダ内の曲を繰り返し聴
く（オールリピート演奏）

再生中のフォルダ内の曲を繰り返し
再生します。

1 [RPT] ボタンを押し続ける
（約1秒間）
 →ディスプレイに「REPEAT 
ALL」を２秒間表示、ALLと
RPTインジケーターが点灯
し、オールリピート演奏をし
ます。

iPod を操作する
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2 [ROTARY] ノブを回して、
カテゴリー表示を切り替える

PLAYLISTS ARTISTS ALBUMS

COMPOSERS GENRES

SONGS

AUDIOBOOKSPODCASTS

アドバイス
• [MENU] ボタンを押すとひと
つ前のメニューにもどります。

3 [ENT] ボタンを押して、カ
テゴリーを選ぶ

4 それぞれのカテゴリーから再
生したい曲まで [ROTARY]
ノブを回してさがす

5 再生したい曲が表示された
ら、[ENT] ボタンを押す
 →選んだ曲から再生をはじめ、
iPod メニューモードが解除
されます。

タイトル表示について
本機は iPod から送られてくるタイ
トル情報の表示が可能です。
• 文字コードはUTF-8、表示でき
る文字は半角英数字・および一部
の記号です。
• アルファベットは大文字のみの表示
で小文字は大文字に変換されます。
• 本機は漢字・ひらがな・カタカナ
表示に対応しておりません。
• 表示できない文字のときは、“＊”
（アスタリスク）で置き換えます。

 ■曲をランダムに聴く
(ランダム演奏 )

フォルダ内の曲を順不同に再生しま
す。この演奏は iPod の“シャッフ
ル（ソング）”演奏と同じです。

1 [RDM] ボタンを押す
 →ディスプレイに「SHUFFLE 
ON」を２秒間表示、RDM
インジケーターが点灯し、演
奏をします。

 ■通常の演奏に戻すには…

1 もう一度、同じボタンを押す
 →それぞれのインジケーターが
消灯し、演奏している曲から
通常の演奏になります。

アドバイス
• 選択されたカテゴリー内で全
曲再生後、リピートモードを
キャンセルした場合は、その
選択されたカテゴリー内の最
初の曲から再生をはじめます。
• ランダム演奏時にイグニッ
ションスイッチを切り、すぐ
に入れ直した場合、今まで再
生していた曲以外の曲から再
生がはじまります。

iPod メニューモードで
ミュージックを聴く

1 [MENU] ボタンを押す
 → iPod メニューモードになり
ます。

iPod を操作する
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オーディオ
A2DP（Advanced Audio 
Distribution Profi le）
AVRCP（Audio/Video Remote 
Control Profi le）

Bluetooth プロファイルに対応し
ている機器であっても、相手機器
の特性や仕様によっては接続できな
かったり、表示や動作が異なるなど
の現象が発生する場合があります。

Bluetooth機器の取り
扱いについて
Bluetooth 機器を使用される前に
お読みください。
この機器の使用周波数帯では、電子
レンジ等の産業・科学・医療用機器
のほか、工場の製造ラインなどで使
用される移動体識別用構内無線局
（免許を要する無線局）および特定
小電力無線局（免許を要しない無線
局）、アマチュア無線局（免許を要
する無線局）が運用されています。
1. この機能を使用する前に、近く
で移動体識別用構内無線局およ
び、特定小電力無線局、アマチュ
ア無線局が運用されていないこ
とを確認してください。

2. 万一、この機器から移動体識別
用構内無線局に対して有害な電
波干渉の事例が発生した場合に
は、速やかに使用場所を移動す
るか、または電波の発射を停止
し、電波干渉を避けてください。

Bluetooth対応機器を
利用する
携帯電話などのBluetooth 対応機
器を登録して、本機から電話の発着
信やオーディオを再生できます。
Bluetooth 対応携帯電話を用いる
とケーブルを接続することなく、
Bluetoothを利用したハンズフリー
機能を使用できます。
接続可能な携帯電話の情報について
はお買い求めの販売店にお問い合
わせいただくか、弊社Web サイト
www.clarion.com内の「アフター
サポート→他機器との接続確認情
報」での 市販商品「CX315」をご
参照ください。

Bluetooth（ブルー
トゥース）とは
Bluetoothとは、産業団体Bluetooth 
SIG により提唱されている携帯情
報機器向けの短距離無線通信技術で
す。2.4GHz 帯の電波を利用して
Bluetooth 対応機器どうしで通信
を行います。
本機では、Bluetooth に対応した
携帯電話およびオーディオ機器を接
続して利用できます。

Bluetooth の各機能を使用するに
は、下記プロファイルに対応した携
帯電話が必要となります。

ハンズフリー通話
HFP（Hands-Free Profi le）

Bluetooth をつかう



32
GCW315

3. その他、この機器から移動体識
別用の特定小電力無線局、アマ
チュア無線局に対して有害な電
波干渉の事例が発生した場合な
ど、何かお困りのことが起きた
ときは、お買い上げの販売店ま
でお問い合わせください。

2.4FH1

全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域は
回避不可です。

2.4GHz帯を使用する無線機器です。

FH-SS変調方式を表します。
想定される与干渉距離
は約10mです。

Bluetooth対応機器を
登録する（ペアリング）
はじめてBluetooth 対応機器を利
用するときは、本機に登録（ペアリ
ング）する必要があります。

アドバイス
• あ ら か じ め 機 器 側 で も
Bluetooth 機能をONに設定
しないと、ペアリングできな
い場合があります。詳しくは
Bluetooth 対応機器の取扱説
明書をご覧ください。

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、ソースを切り替え、
BT TELを選ぶ

 →押すたびに次のように切り
替わります。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

2 Bluetooth 対応機器の
Bluetooth を起動する
 → Bluetooth 対応機器の取扱
説明書をご覧ください。

3 [ ]、[ ] ボタンを押
して、（ADD DEV）を選び、
[ENT] ボタンを押す
 → デ ィ ス プ レ イ に 「WAITING」
と表示して、 インジケー
ターが点滅します。

4 Bluetooth 対応機器で
CX-BTを選択する
 → 6ケタのコードがBluetooth
対応機器と本機の表示が同一
かを確認し、ペアリングしま
す。
 → ペアリングが完了すると イ
ンジケーターが点灯します。

アドバイス
• Bluetooth 対応機器の機種に
よっては、Bluetooth 対応
機器で本器を検索してペアリ
ングすることがあります。パ
スキーの入力が要求されたら
「0000」を入力してぺアリン
グしてください。
• Bluetooth 対応機器側の操作
について詳しくは、機器の取
扱説明書をご覧ください。

Bluetooth をつかう
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 ■Bluetooth 対応機器の再接
続する（CONNECT）

Bluetooth 機器は、通常はペアリ
ングの後、自動的に本機に接続され
ます。
ただし、機器によっては、ペアリン
グの後、本機に自動的に接続されな
い場合があります。この場合は、手
動で本機に機器を接続してくださ
い。

1 Bluetooth 対応機器の
Bluetooth を起動する

2 「Bluetooth 機 能 を 設
定する」の手順 2 から
CONNECTを選び、[ENT]
ボタンを押す
 → Bluetooth対応機器が再度ペ
アリングします。

 → ペアリングが完了すると イ
ンジケーターが点灯します。

3 [BAND/MENU] ボタンを
押すと元のモードに戻りま
す

アドバイス
• ペアリングができないときは、
「Bluetooth 対応機器を登録す
る（ペアリング）」（32ページ）
を参照して再接続してください。

• 2 台の異なるBluetooth 対応
機器を同時に接続すると、通
常の動作に影響する場合があ
るため、1台ずつ使用するこ
とをお勧めします。

Bluetooth機能を設定する

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、ソースを切り替え、
BT TELを選ぶ
 →押すたびに次のように切り
替わります。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

2 [ ]、[ ] ボタンを押
して、各項目を選び、[ENT]
ボタンを押す

Bluetooth設定モード表示
CONNECT

VOICE DL： 「声で電話をかける 
（VOICE DL ）」（35ページ）

REDIAL： 「最後にダイヤルした番号に
電話をかける（REDIAL）」（36ページ）

AUTO ANSWER： 「自動応答する
(AUTO ANSWER )」（35ページ）

MIC SELECT: 「マイクを選択する
（MIC SELECT）」（36ページ）

ADD DEV： 「Bluetooth対応機器を
登録する（ペアリング）」（32ページ）

DELETE DEVICE 

DISCONN

BT RESET

Bluetooth をつかう
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Bluetooth をつかう

 ■Bluetooth 対応機器を削除
する（DELETE DEVICE）

ペアリングしたBluetooth 対応機
器を削除します。

1 「Bluetooth 機 能 を 設
定する」の手順 2 から
DELETE DEVICE を 選
び、[ENT] ボタンを押す

2 [ROTARY] ノブを回し、
削除するデバイスを選択す
る機器を選ぶ

3 [ENT] ボタンを押す
 →選択した機器が削除されま
す。

4 [BAND] ボタンを押すと元
のモードに戻ります

アドバイス
• すべての機器を削除するとき
は、手順2でALLを選びます。

 ■Bluetooth 機能をリセット
する（BT RESET）

Bluetooth 機能をリセットします。

1 「Bluetooth 機 能 を 設 定
する」の手順 2 から BT 
RESETを選び、[ENT] ボ
タンを押す

2 [ROTARY] ノブを回し、
YESを選ぶ
 →NOを選ぶと前に戻ります。

3 [ENT] ボタンを押す
 →機能がリセットされます。

4 [BAND] ボタンを押すと元
のモードに戻ります

 ■Bluetooth 対応機器の接続
を解除する（DISCONN）

Bluetooth 対応機器の接続を解除
します。

1 「Bluetooth 機 能 を 設
定する」の手順 2 から
DISCONNを選び、[ENT]
ボタンを押す

2 [ROTARY] ノブを回し、
YESを選ぶ
 →NOを選ぶと解除しません。

3 [ENT] ボタンを押す
 →接続を解除します。

4 [BAND] ボタンを押すと元
のモードに戻ります

アドバイス
• 再度接続するには、「Bluetooth
対 応 機 器 の 再 接 続 す る
（CONNECT）」（33ページ）
を行います。
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Bluetooth をつかう

携帯電話を利用する

注 意
• 携帯電話を車室内に放置しないで
ください。炎天下など、車室内が
高温となり、故障の原因となりま
す。

電話の着信
カーステレオをご使用中は、本機は
待ち受け状態となります。着信時に
は、カーステレオの音量が自動的に
ミュートされ、呼出音が車載スピー
カーから再生されます。
カーステレオは一時的に電話割り込
みモードに切り換わり、電話番号が
本機に表示されます。

注 意
• 走行中に電話を受けるときは、必
ず周りの安全を十分に確認してく
ださい。

 ■電話を受ける

1 電話着信中に [ ] ボ
タンを押す
 →通話中になり、ディスプレ 
イに通話時間を表示します。

2 通話を終了するときは、[
/SOUND] ボタンを押す
 →通話が終了します。

 ■着信を拒否する

1 電話着信中に[ /SOUND]
ボタンを押す
 →通話が拒否されます。

 ■自動応答する
(AUTO ANSWER)

着信時に、自動で応答できるように
設定できます。

1 「Bluetooth 機能を設定す
る」（33ページ）の手順2
からAUTO ANSWERを
選び、[ENT] ボタンを押す

2 [ROTARY] ノブを回し、
ONを選ぶ
 →OFFを選ぶと手動応答にな
ります。

3 [BAND] ボタンを押すと元
のモードに戻ります

電話をかける
 ■声で電話をかける
（VOICE DL）

1 「Bluetooth 機能を設定す
る」（33ページ）の手順2
から VOICE DL を選び、
[ENT] ボタンを押す

2 内蔵 /外部マイクに向かっ
て、連絡先名を明瞭に発声
し、ボイスダイヤルを実行
する
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アドバイス
• この機能は携帯電話機により異
なります。お使いの携帯電話機
がボイスダイヤルに対応してい
なければ、この機能を使用でき
ません。この機能のサポートに
ついては、携帯電話機の取扱説
明書をご覧ください。サポート
されていない場合、または発
信できなかった場合、「CALL 
END」が表示されます。
• 音声が正しく受信されるように、
必要に応じて外部マイクを使用
してください。

 ■最後にダイヤルした番号に電
話をかける（REDIAL）

1 「Bluetooth 機能を設定す
る」（33 ページ）の手順
2 か ら REDIAL を 選 び、
[ENT] ボタンを押す
 →電話をかけます。

2 通話を終了するときは、[
/SOUND] ボタンを押す
 →通話が終了します。

 ■マイクを選択する
（MIC SELECT）

ハンズフリー時に使用するマイクを
内蔵マイク /外部マイクを使用する
か選択します。

1 「Bluetooth 機能を設定す
る」（33ページ）の手順2

か ら MIC SELECT を 選
び、[ENT] ボタンを押す

2 [ROTARY] ノブを回し、
項目を選ぶ
• INTERNAL：内蔵マイクを使
用する。
• EXTERNAL：外部マイク（別
売）を使用する。

3 [BAND] ボタンを押すと元
のモードに戻ります

Bluetoothオーディオ
を聴く

＜Bluetoothオーディオの
操作について＞

この章は、Bluetooth オーディ
オ 機器を本機に接続したときの
操作について説明しています。
次の操作はCD/MP3/WMAと同
様の操作です。
・曲を選ぶ
・早送り /早戻し
・一時停止
「CD/MP3/WMAを聴く」（20
～25ページ）をご覧ください。

Bluetooth をつかう
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Bluetoothオーディオ
をペアリングする

1 Bluetooth オーディオをペアリングする
「Bluetooth 対応機器を登録す
る（ペアリング）」(33ページ )
と同じ手順でペアリングしま
す。
• Bluetooth 方 式 に 対 応 し
ているオーディオ機器を使
用してください。ただし、
Bluetooth オーディオ機器の
種類によっては、ご利用にな
れない場合やご利用いただけ
る機能に制限がある場合があ
ります。
• Bluetooth オーディオ機器の
収納場所、距離によっては、
接続できない場合や音飛びが
発生する場合があります。で
きるだけ通信状態の良い場所
に置くことをおすすめします。
• Bluetooth オーディオ機器に
ついて詳しくは、各取扱説明
書をご覧ください。

Bluetoothオーディオの
オーディオファイルを聴く

1 [SOURCE &] ボタンを押
して、ソースを切り替え、
BT AUDIOを選ぶ

 →押すたびに次のように切り
替わります。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

BTオーディオモード
の自動切り替えをする
Bluetooth オーディオモード時に、
機器が接続されている場合、本機
が自動的にBluetooth オーディオ
モードに切り替えるかどうかを選択
できます。

Bluetooth オーディオモード中に
[BAND] ボタンを押すたびに、切り
替えることができます。

AUTO-SW ON：
デバイスが接続されているか、デバ
イス内の音楽プレーヤーを再生し
ているときに自動的にBluetooth
オーディオモードに切り替わりま
す。

AUTO-SW OFF：
自動的に Bluetooth オーディオ
モードに切り替えません。

アドバイス
• AUTO-SW ONになっている
場合でも、Bluetooth 機器に
よっては、オンできないこと
があります。

Bluetooth をつかう
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AUXを選ぶ
本機に市販のポータブルオーディオ
などを接続して、音楽ソースを聴く
ことができます。

1 ポータブルオーディオを
接続した時は [SOURCE 
&]] ボタンを押してソース
を切り替え、AUXを選ぶ
 →押すたびに次のように切り
替わります。AUXモードに
なると接続されたポータブ
ルオーディオのプレイ操作
で、再生されます。

TUNER
AUX

DISC USB/IPOD
BT AUDIOBT TEL

AUX入力の接続のしかた
市販の3.5mmステレオミニプラグ
コードを使用して、ポータブルオー
ディオを本機正面パネルの［AUX
入力端子］へ接続してください。

アドバイス
• 接続されたポータブル機器の
入力レベルを調整するときは、
「ポータブルオーディオの入力レ
ベルを設定する (AUX SENS)」
（16ページ）の手順をご覧くだ
さい。

注 意
• プラグを接続している状態で、プ
ラグに無理な力を加えないでくだ
さい。また、ポータブルオーディ
オを使用しないときには、プラグ
を抜いてください。

ポータブルオーディオ（AUX）
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故障かな？と思ったら
次のような症状は、故障ではないことがあります。修理を依頼される前に、
もう一度次のことをお調べください。

現　　象 原　　因 処　　置

共　
　

通

ラ
ジ
オ

電源が入らない
（音が出ない）

ボタンを押しても動
作しない、またはデ
ィスプレイが正確に
表示されない

音が出なくなった

雑音が多い

自動選局で選局でき
ない

ヒューズが切れている

配線が不完全

リモートオンコードが、金属部
に接触してショートしている

ノイズなどが原因で、マイコン
が誤動作している

スピーカー保護回路が動作して
いる

放送局の周波数に合っていない

強い電波の放送局がない

入っていたのと同じ容量のヒューズと交換し
てください。
再度切れる場合は、お買い上げの販売店にご
相談ください。

お買い上げの販売店にご相談ください。

本機の電源を切り、リモートオンコードの
ショートしている箇所を絶縁テープなどで、
ショートしないように保護してください。

リセットボタンを、細い棒などで約2秒間押
してください。
ディスクが入っている状態でリセットボタン
を押した場合は、再生する前に一度ディスク
を取り出して再挿入してください。
リセットボタンを押したときは、設定したプ
リセットメモリーなどがすべて消えますの
で、もう一度設定し直してください。

音量をもう少し絞ってお聴きください。
電源を再投入することで、音声出力は復帰し
ます。再度、短時間で音が出なくなる場合は
お買い上げの販売店にご相談ください。

正しい周波数に合わせてください。

「DX」モードにするか、手動選局モードで  
選局してください。
※「DX」モードの設定は18ページを参照し
　てください。
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現　　象 原　　因 処　　置

Ｃ
Ｄ
／
Ｍ
Ｐ
３
／
Ｗ
Ｍ
Ａ

U
S
B
/
i
P
o
d

そ
の
他

音が出ない

音飛びする
ノイズなどが入る

電源を入れた直後音
質が悪い

ファイル名が違う

ディスプレイに「エ
ラー表示」が出る

音が出ない

音飛びする
ノイズなどが入る

USB機器が
認識されない

USB機器が
挿入できない

ディスクを裏表逆に入れている

ディスクにMP3/WMAファイ
ルがない

ファイルがMP3/WMAファイ
ルではない

ファイル形式または、ファイル
名が正しくない

ディスクが汚れている

MP3/WMAファイルが正しく
エンコードされていない

録音時のサンプリング周波数が
低い

ディスクに大きい傷やソリが
ある

湿気の多いところに駐車すると、
内部のレンズに水滴が付くこと
があります。

ファイルシステムが正しくない

自己診断機能がはたらき、障害
が発生したことを知らせている

接 続 機 器 に M P 3 / W M A
ファイルがない

ファイルがMP3/WMAファイ
ルではない

MP3/WMAファイルが正しく
エンコードされていない

USB機器が破損している

USBコネクターの接続が悪い

動作状況により、本機とUSB機
器やiPod、携帯オーディオが認
識されない場合がございます。

USBコネクターの挿入方向が間
違っている

USB機器のコネクタ－が破損し
ている

ディスクの印刷面を上にして入れてください。

ディスクにMP3/WMAファイルを正しく書
き込んでください。

正しくエンコードされたMP3/WMAファイ
ルをご使用ください。

ISO9660レベル1、2、Joliet、Romeoで
ファイルを作成してください。

ディスクをやわらかい布でふいてください。

正しくエンコードされたMP3/WMAファイ
ルをご使用ください。

サンプリング周波数の設定を上げて録音し直
してください。

ディスクを無傷なものに交換してください。

電源を入れた状態にして1時間乾燥させてく
ださい。

ISO9660レベル1、2、Joliet、Romeoで
ファイルを作成してください。

次の「エラー表示について」を参照して、
内容を確認してください。

接続機器にMP3/WMAファイルを正しく書
き込んでください。

正しくエンコードされたMP3/WMAファイ
ルをご使用ください。

正しくエンコードされたMP3/WMAファイ
ルをご使用ください。

USBコネクターを抜き差ししてください。
それでも認識しない場合には、新しいUSB機
器と交換してください。

USBコネクターの向きを変えて挿入してくだ
さい。

新しいUSB機器と交換してください。

故障かな？と思ったら
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故障かな？と思ったら

現　　象 原　　因 処　　置

携 

帯 

電 

話

ペアリング後、本機
から電話を送受信で
きない

電話を使って本機に
再接続できない

発信者の声がひず
む、または途切れる

発信者から音質が悪
いと言われる

Bluetoothオーディ
オ 機 器 な ど 別 の
Bluetooth機能を使
用中、ペアリングや
電話との接続に問題
が発生する

着信を受けても音
が出ない

会話中に音が聞こえ
なくなる

Bluetooth接続がまだ確立され
ていない
通常、ペアリング後に接続が確
立されるまで数秒を要する電話
によっては、ペアリング後、自
動的に接続しないものがある

本機が他の機器に接続されてい
る

機器のペアリング情報が本機か
ら削除されている可能性がある

音声が大きすぎ（車内の環境、
スピーカー、マイクによる）、
半二重モードが自動的に起動し
ている

低帯域幅リンクでの過剰な
Bluetooth動作
ペアリングや接続が困難になる
場合がある

呼出音が聞こえる前に着信を受
けている
一部の電話では、音声が正しく
本機に転送されない場合がある

Bluetooth接続リンクが切断さ
れている

お使いの電話を手動で接続するか、電話モード
に切り換えて自動接続をONにしてください（本
機が再接続を開始します）。

本機の電源を入れ直し、もう一度ペアリング
を実行してください。必ず、機器と本機の両
方のペアリング情報が削除されてから、新し
いペアリング操作を開始してください。

別の機器を取り外し、使用する機器を接続し
てください。

本機の機器リストに機器が表示されているか
確認し、再度ペアリングをしてください。

電話の音量を下げてください。

内蔵マイクではなく外部マイクを使用してく
ださい。外部マイクを口元に近づけてくださ
い。電話の音量を下げてください。

すべての機器を取り外してください。最初に
電話とのペアリングを行い、次にA2DP機器
を接続してください

通話中の場合は、電話を使って音声を電話
に戻してください。次回は呼出音が聞こえ
てから、着信を受けてください。問題が解
消されない場合、次の着信の前に、電話を
再接続するか、新しいペアリングを作成し
てください。

電話をいったん取り外して再接続してくだ
さい。問題が解消されない場合、電話と本
機の両方で新しいペアリングを作成してく
ださい。
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現　　象 原　　因 処　　置

B
l
u
e
t
o
o
t
h
オ
ー
デ
ィ
オ

電話割り込み後、
Bluetoothオーディ
オが切断される

Bluetoothオーディ
オ機器をリモートコ
ントロールできない

接続された電話機の使
用時に、Bluetoothオ
ーディオが途切れる

ディスプレイに
「BT AUDIO...」と
表示されるが音が出
ない

同じ機器（携帯電話機）の
Bluetoothオーディオと電話機能
が動作している場合に起こる
Bluetoothオーディオ機器は機器
/電話機に大きく依存するため、
割り込み後に再開されない場合が
ある

AVRCPが接続されていない

低帯域幅リンクでの過剰な
Bluetooth動作
一部の電話機は処理できない

AV R C Pに対応していない
Bluetoothオーディオ機器があ
るため、再生/一時停止が同期さ
れない

機器間の接続リンクが壊れてい
る可能性がある

電話割り込み後、電話のA2DP/AVRCP（オ
ーディオストリーミングプロファイル）を再接
続してください。

機器を取り外してから、再接続してください。
問題が解消しない場合、機器と本機のペアリン
グ情報を削除してから、もう一度ペアリングを
実行してください。

お使いの電話機にこの問題が発生している場
合、Bluetoothオーディオの実行中は電話の
数字キーを操作しないでください。
電話を操作する前に、Bluetoothオーディオ
が一時停止することがあります。

機器と本機がいずれも再生状態か確認してくだ
さい。必要に応じて機器の状態を変更してくだ
さい。それでも問題が解消されない場合、本機
または機器の電源を入れ直してください。

機器と本機のペアリング情報を削除し、もう
一度ペアリングを実行してください。

故障かな？と思ったら
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故障かな？と思ったら

本機は、システム保護のため、各種の自己診断機能を備えています。
障害が発生したときは、各種のエラーが表示されますので、対処方法にした
がって障害を取り除いてください。障害を取り除けば、通常の動作に戻りま
す。

上記以外のエラーが表示されたときは、本体の電源を切り、お買い上げの販
売店にご相談ください。

エラー表示について

エラー表示 原　　因 対処方法

C
D
/
M
P
3
/
W
M
A

U
S
B

B
l
u
e
t
o
o
t
h

本機のメカニズムの故障と思われます。
お買い上げの販売店にご相談ください。

傷やソリのないディスクと交換してください。

ディスクをイジェクトし、正しく入れ直してく
ださい。

UＳB機器を取り外して、もう一度接続してく
ださい。

そのデバイスにMP3/WMAファイルを保存
してください。

USBメモリーを取り外して、もう一度接続し
てください。
USBメモリーが認識されていない場合、別の
USBメモリーを試してみてください。

電話機の再接続が必要になる場合があり、
A2DPストリーム/HFPを再接続する必要が
あります。

必要に応じて、数回発信してみるか、電話機
からダイヤルしてください。

お使いの電話機がこの機能をサポートしてい
るか確認してください。

本機にディスクが引っかかって、イジェク
トされないとき

ディスクに傷などがあり、再生できないとき

ディスクを裏返しに入れ、再生できないと
き

USB機器が認識されない

MP3/WMAファイルが保存されていない
とき

過電流検出

Bluetooth通信の低レベルの例外

発信に失敗する

電話機でボイスダイヤル機能がサポートさ
れていない。
電話機がボイスダイヤル機能を起動できな
い

ERROR 2

ERROR 3

ERROR 6

CALLFAIL

ERROR 2

NO FILE

OVER 
CURRENT

CONNECT 
ERROR
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 ■CDプレーヤー部

周波数特性 ：17Hz ～
20kHz ± 3dB

SN比 ：75dB (1kHz)
高調波ひずみ率 ：0.3％

 ■FMチューナー部
受信周波数 ：76.0MHz ～

99.0MHz
実用感度 ：10dB µV
周波数特性 ：100Hz ～

7kHz ± 3dB
分離度 ：20dB
    （1kHz）

 ■AMチューナー部
受信周波数 ：522kHz ～

1,629kHz
実用感度 ：32dB µV

 ■USB部
最大転送レート 12Mbps で USB
1.1/2.0 互換
フォルダ構造：8階層
フォルダ数    ：最大255フォルダ
（1フォルダあたり最大255ファイル）
ファイル数：最大65025ファイル
ファイル名：64byte

（1byte 文字で64文字）
フォルダ名：最大64

（1byte 文字で64文字）

[MP3]
MP3デコード：MPEG-1、2、2.5

オーディオレイヤー3準拠
サンプリングレート (kHz)：
MPEG-1    ：32、44.1、48
MPEG-2    ：16、22.05、24
MPEG-2.5：8、12

ビットレート (kbps/VBR)：
MPEG-1    ：32～ 256、
　　　　　　 320
MPEG-2    ：32～ 256、
　　　　　　 320
MPEG-2.5：32～ 256、
　　　　　　 320

[WMA]
サンプリングレート (kHz)：
16、22.05、32、44.1、48

ビットレート (kbps/VBR)：
32、48～ 192

 ■MP3/WMA部
セクタ構造：CD-ROMモード1、
モード2- フォーム1（自動判別）

論理フォーマット：
ISO9660レベル1,2/Joliet/Romeo
フォルダ構造：8階層
1フォルダあたり最大255ファイル
ファイル数：最大255ファイル
（ファイル＋フォルダ数（ルート含

む）の最大値は、512）
ファイル名：64

（1byte 文字で64文字）
フォルダ名：最大64byte

（1byte 文字で64文字）
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[MP3]
MP3デコード：MPEG-1、2、2.5

オーディオレイヤー3準拠
サンプリングレート (kHz)：
MPEG-1    ：32、44.1、48
MPEG-2    ：16、22.05、24
MPEG-2.5：8、12

ビットレート (kbps/VBR)：
MPEG-1    ：32～ 256、
　　　　　　 320
MPEG-2    ：32～ 256、
　　　　　　 320
MPEG-2.5：32～ 256、
　　　　　　 320

[WMA]
サンプリングレート (kHz)：
16、22.05、32、44.1、48

ビットレート (kbps/VBR)：
32、48～ 192

 ■AUX部
周波数特性       : 20Hz to 20kHz
                        ±3dB
分離度             : 70dB (1kHz)
高調波ひずみ率 : 0.3%

 ■オーディオ部
定格出力 ： 17W × 4（20Hz ～

20kHz、1％、4Ω）
最大出力 ：45W×4
トーンコントロール
  BASS ：± 6dB (100Hz)
  TREBLE    ：± 6dB (10kHz)
  MIDDLE    ：± 6dB (1kHz)

 ■共通部
電源電圧 ：DC13.2V
    （10.8 ～ 15.6V許容電圧範囲）
接地方式 ：マイナス接地
消費電流 ：15A以下
ヒューズ定格 ：15A
外形寸法 ：178（W）×

100（H）×155（D）mm
質量   ： 1.3kg

●本体部

※ これらの仕様およびデザインは、
改善のため、予告なく変更する場
合があります。

仕　様
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• この製品は財産権により保護されています。この製品外での当該技術の使
用または配布はマイクロソフトの許諾がなければ禁止されます。
• コンテンツオーナーは著作権を含む自らの知的財産権を守るためにウィン
ドウズメディアデジタル権管理技術（WMDRM）を使用しています。こ
のデバイスはWMDRMによって保護されたコンテンツにアクセスするた
めにWMDRMソフトウエアを使用しています。WMDRMソフトウエア
がコンテンツの保護に失敗した場合、コンテンツオーナーは保護されたコ
ンテンツを再生またはコピーするためにWMDRMを使用するソフトウエ
アの能力を取り消すようマイクロソフトに依頼することがあります。この
取り消しは保護されていないコンテンツには影響しません。あなたが保護
されたコンテンツ用にライセンスをダウンロードするとき、あなたはマイ
クロソフトがライセンスとともに取り消しリストを含めることができるこ
とに同意します。コンテンツオーナーはそのライセンスにアクセスするた
めのWMDRMをアップグレードするようあなたに求めることがあります。
あなたがアップグレードを差し控えた場合、あなたはアップグレードを必
要とするコンテンツにアクセスすることはできません。

WMDRM10について
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 ■ 保証について
この商品には、保証書もしくは購入証明書が添付されています。必要事
項を購入店で記入しますので記載事項をご確認のうえ、大切に保管して
ください。なお、再発行はいたしませんので、ご注意ください。

 ■ 保証期間
添付の保証書をご確認ください。

 ■ 万一故障が発生した場合
保証期間中に、正常な使用状態で故障が発生した場合には、保証書の記
載内容に基づいて、無料で修理いたします。
お買い求めの販売店にご相談ください。

 ■ 保証期間経過後の修理について
修理することにより性能が維持できる場合には、お客様のご要望により、
有料で修理いたします。

 ■ 補修用部品の保有期間について
本商品の補修用部品（機能を維持するために必要な部品）は、製造打ち
切り後6年保有しています。

アフターサービスについて
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